
　
　
序
　
　
文

　

曽
於
市
大
隅
町
岩
川
は
、『
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
』
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
十
一
月
三
日
の
深
夜
に
『
弥
五
郎
ど
ん
』
は
目
を
覚
ま
し
、
日

中
は
『
浜
下
り
』
と
称
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
引
か
れ
て
市
街
地
を
練
り
歩
き
、
ま
ち
は
縁
日
と
し
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
す
。

　

弥
五
郎
ど
ん
は
、
身
の
丈
四
・
八
五
メ
ー
ト
ル
、
二
十
五
反
も
の
梅
染
め
の
着
物
を
ま
と
い
、
ギ
ョ
ロ
リ
ま
な
こ
に
太
い
眉
、
大
小
二
本
の
刀
を
差
し
た
勇

ま
し
い
姿
で
、
そ
の
風
貌
は
泣
く
子
も
黙
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
正
体
は
諸
説
あ
り
、
一
説
に
は
隼
人
族
の
首
領
で
あ
る
と
か
、
ま
た
一
説
に
は

五
代
の
天
皇
に
仕
え
た
武
内
宿
禰
で
あ
る
と
か
い
わ
れ
て
お
り
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

昭
和
六
十
三
年
三
月
に
『
岩
川
八
幡
神
社
の
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
』
と
し
て
鹿
児
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
お
祭
り
で
す
が
、
県
内

で
は
「
弥
五
郎
ど
ん
と
言
え
ば
岩
川
、
岩
川
と
言
え
ば
弥
五
郎
ど
ん
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
こ
の
地
に
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。
ま
た
当
地
域
で
は
、
ま

ち
起
こ
し
の
一
環
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
高
さ
十
五
・
八
メ
ー
ト
ル
の
弥
五
郎
ど
ん
の
銅
像
を
は
じ
め
、
弥
五
郎
ど
ん
を
取
り
入
れ
た
看
板
・

信
号
機
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
、
弥
五
郎
の
名
を
冠
し
た
特
産
品
・
飲
食
品
・
洋
服
・
グ
ッ
ズ
、
そ
し
て
東
九
州
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
「
曽
於

弥
五
郎
」
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
、
弥
五
郎
の
名
が
町
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
岩
川
小
学
校
で
は
、
同
校
の
教
育
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
「
弥
五
郎
ど
ん
の
ご
っ
」
と
い
う
石
碑
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
弥
五
郎
ど
ん
の
よ
う
に
胸
を
張
り
堂
々
と
精
一
杯
生
き
抜
い
て
欲
し
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
さ
に
岩
川
の
人
々
は
小
さ
い
頃
か
ら
弥
五
郎
ど
ん
に
触
れ
親
し
み
、
弥
五
郎
ど
ん
に
見
守
ら
れ
て
い
る

地
域
で
育
ち
、
ま
ち
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
伝
統
と
歴
史
を
今
に
引
き
継
い
で
お
り
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
に
『
岩
川
の
弥
五
郎
ど
ん
』
と
し
て
、
国
の
「
記
録
作
成
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
た

こ
と
を
契
機
に
、
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
、
令
和
元
年
度
か
ら
四
年
度
に
か
け
て
、
当
行
事
の
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
こ
の
度
報
告
書
を
刊
行

い
た
し
ま
し
た
。
本
報
告
書
が
、
南
九
州
に
根
付
い
た
大
人
人
形
行
事
の
歴
史
や
伝
承
を
考
え
る
う
え
で
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
調
査
及
び
報
告
書
の
刊
行
に
際
し
て
、
多
大
な
る
御
指
導
・
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
文
化
庁
、
鹿
児
島
県
文
化
財
課
、
地
元
の
弥
五
郎

ど
ん
保
存
会
及
び
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
実
行
委
員
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
形
で
交
流
や
連
携
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
都
城
市
山
之
口
弥

五
郎
ど
ん
保
存
会
・
日
南
市
飫
肥
の
田
ノ
上
八
幡
神
社
弥
五
郎
保
存
会
の
皆
様
、
そ
し
て
こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
化
の
中
、
調
査
に
尽
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
「
岩
川
の
弥
五
郎
ど
ん
調
査
委
員
会
」
の
委
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
巻
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月　

鹿
児
島
県
曽
於
市
教
育
委
員
会
教
育
長　

中　

村　

涼　

一
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例
　
言

一
、
本
報
告
書
は
、
鹿
児
島
県
曽
於
市
が
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
て
、
令
和
元
年
度
か

ら
四
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
岩
川
の
弥
五
郎
ど
ん
調
査
事
業
に
か
か
る
報
告
書
で

あ
る
。
十
一
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
曽
於
市
大
隅
町
岩
川
で
行
わ
れ
る
例
大
祭

は
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
二
十
三
日
に
『
岩
川
八
幡
神
社
の
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
』
と

し
て
鹿
児
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
三
十
一
年

三
月
二
十
八
日
に
は
『
岩
川
の
弥
五
郎
ど
ん
』
と
し
て
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず

べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
る
。

二
、
本
調
査
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
刊
行
の
『
大
隅
「
岩
川
八
幡
神
社
の
弥
五
郎
ど

ん
祭
り
」
調
査
報
告
書
』
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
祭
礼
の
現
状
と
こ
れ
ま
で
の
変
遷

を
把
握
し
、
後
世
へ
の
継
承
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
三
日
、
文
化
庁
文
化
財
第
一
課
民
俗
文
化
財
部
門
の
小
林
稔

主
任
文
化
財
調
査
官
に
よ
る
現
地
視
察
を
経
て
、
翌
年
三
月
に
記
録
作
成
等
の
措
置

を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
文
化
庁
の
指
導

の
も
と
、
令
和
元
年
八
月
に
弥
五
郎
人
形
行
事
が
残
る
三
地
域
（
宮
崎
県
都
城
市
・

宮
崎
県
日
南
市・曽
於
市
）
に
よ
る
協
議
を
経
た
う
え
で
、当
事
業
の
開
始
と
な
っ
た
。

　
　

当
初
は
、
令
和
元
年
度
に
準
備
委
員
会
の
設
置
、
同
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
調

査
委
員
会
の
設
置
お
よ
び
本
調
査
等
の
実
施
、
報
告
書
刊
行
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
祭
り
が
開
催
出
来
ず
、
令
和
四
年
度
ま
で
延
長
し

て
事
業
を
実
施
し
た
。

・
調
査
実
績

　
　
　

令
和
元
年
度　

都
城
市
・
日
南
市
・
曽
於
市
に
よ
る
協
議
（
八
月
三
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
準
備
委
員
会
（
十
月
二
十
四
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
祭
調
査
（
十
一
月
三
日
）

　
　
　

令
和
二
年
度　

第
一
回
調
査
委
員
会
（
八
月
二
十
六
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

個
別
調
査
（
随
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年
に
一
度
の
本
体
更
新
の
調
査
（
随
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
回
調
査
委
員
会
（
十
一
月
二
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
祭
（
神
事
の
み
実
施
）
調
査
（
十
一
月
三
～
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

山
之
口
（
十
一
月
三
日
）・
飫
肥
（
同
月
八
日
）
の
調
査
（
い
ず

れ
も
神
事
の
み
実
施
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
回
調
査
委
員
会
（
三
月
十
八
日
・
書
面
開
催
）

　
　
　

令
和
三
年
度　

個
別
調
査
（
随
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

岩
川
（
十
一
月
三
日
）・
山
之
口
（
同
月
三
日
）・
飫
肥
（
同
月

十
四
日
）
い
ず
れ
も
本
祭
は
中
止
で
、
神
事
の
み
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
回
調
査
委
員
会
（
二
月
八
日
・
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）

　
　
　

令
和
四
年
度　

個
別
調
査
（
随
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
五
回
調
査
委
員
会
（
七
月
二
十
一
日
・
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
回
調
査
委
員
会
（
十
月
十
九
日
・
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
祭
調
査
（
十
一
月
三
～
五
日
・
三
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
之
口
（
十
一
月
三
日
）・
飫
肥
（
同
月
十
三
日
）
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
七
回
調
査
委
員
会
（
一
月
十
一
日
・
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）

三
、
本
調
査
の
体
制
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

・
調
査
主
体　
　

曽
於
市
教
育
委
員
会

　

・
指
導
機
関

　
　
　

文
化
庁
文
化
財
第
一
課
民
俗
文
化
財
部
門
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小
林　

稔　
　

主
任
文
化
財
調
査
官
（
令
和
元
年
度
）

　
　
　
　

藤
原　

洋　
　

文
化
財
調
査
官
（
令
和
二
～
四
年
度
）

　
　
　

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課

　
　
　
　

住
吉
啓
三　
　

指
定
文
化
財
係
文
化
財
主
事
（
令
和
元
～
二
年
度
）

　
　
　
　

眞
邉　

彩　
　

指
定
文
化
財
係
文
化
財
主
事
（
令
和
三
～
四
年
度
）

　

・
調
査
委
員
会

　
　
　
　

段
上
達
雄	

調
査
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
府
大
学　

文
学
部
史
学・文
化
財
学
科 

教
授
（
民
俗
学
））

　
　
　
　

出
村
卓
三	

調
査
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
民
俗
学
会
幹
事
・
姶
良
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

　
　
　
　

所
﨑　

平	

調
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（�

鹿
児
島
民
俗
学
会
代
表
幹
事
・
い
ち
き
串
木
野
市
文
化
財

保
護
審
議
会
委
員
長
）

　
　
　
　

牧
島
知
子	

調
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（�

鹿
児
島
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・
鹿
児
島
市
文
化
財

保
護
審
議
会
副
会
長
）

　
　
　
　

前
田
博
仁	

調
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
民
俗
学
会
会
長
）

　
　
　
　

永
山
修
一	

調
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ラ
・
サ
ー
ル
学
園 

中
学
部
長 

博
士
（
文
学
））

　
　
　
　

勝
目
興
郎	

調
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
於
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
・
元
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
）

　

・
事
務
局

　
　
　

曽
於
市
教
育
委
員
会

		


瀨
下　

浩	

教
育
長　
（
令
和
元
～
三
年
六
月
二
十
六
日
）

		


中
村
涼
一	

教
育
長　
（
令
和
三
年
六
月
二
十
七
日
～
）

		


岩
元　

浩	

社
会
教
育
課
長　
（
令
和
元
年
度
）

		


内
山
和
浩	

社
会
教
育
課
長　
（
令
和
二
～
三
年
度
）

		


竹
下
伸
一	

生
涯
学
習
課
長　
（
令
和
四
年
度
～
）

		


吉
田
竜
大	

社
会
教
育
課
長
補
佐　
（
令
和
元
～
二
年
度
）

		


西
留
恒
作	

生
涯
学
習
課
長
補
佐　
（
令
和
三
年
度
～
）

		


加
塩
英
樹	

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
長　
（
令
和
元
年
度
～
）

		


橋
口
拓
也	

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
主
査　
（
令
和
元
年
度
～
）

		


徳
留
隆
仁	

社
会
教
育
課
文
化
財
係
主
事　
（
令
和
元
年
～
二
年
度
）

		


川
満
布
志
乃	

社
会
教
育
課
文
化
財
係
主
事　
（
令
和
三
年
度
）

		


大
森
裕
太	

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
主
査　
（
令
和
四
年
度
～
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（�

組
織
再
編
に
よ
り
、
令
和
四
年
十
月
三
日
付
け
で
社
会
教

育
課
は
生
涯
学
習
課
と
な
っ
た
）

四
、
本
報
告
書
の
執
筆
分
担
な
ら
び
に
凡
例
は
次
の
と
お
り
。

　

・
執
筆
分
担

　
　
　

第
一
章　

第
一
～
三
節
…
段
上
達
雄

　
　
　

第
二
章　

第
一
～
二
節
…
加
塩
英
樹

　
　
　

第
三
章　

第
一
節
…
所
﨑　

平

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節
…
永
山
修
一

　
　
　
　
　
　
　

第
三・四
節
…
勝
目
興
郎

　
　
　

第
四
章　

第
一
～
三・十
二
節
…
加
塩
英
樹

　
　
　
　
　
　
　

第
四・七・九・十
節
…
牧
島
知
子

　
　
　
　
　
　
　

第
五・六・十
一
節
…
所
﨑　

平

第１回調査委員会（令和２年８月26日）
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第
八
節
…
出
村
卓
三

　
　
　

第
五
章　

第
一・二
節
…
所
﨑　

平

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節
…
出
村
卓
三

　
　
　
　
　
　
　

第
四
節
…
牧
島
知
子
・
加
塩
英
樹

　
　
　

第
六
章　

第
一・二
節
…
前
田
博
仁

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節
…
勝
目
興
郎

　

表
紙
は
平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
日
、
口
絵
は
平
成
二
十
七
年
か
ら
令
和
四
年
ま
で
の

写
真
を
用
い
た
。
付
章（
資
料
編
）の
古
写
真・文
献
資
料・新
聞
記
事
等
の
選
定
は
加
塩
が
、

文
献
資
料・新
聞
記
事
の
入
力
作
業
は
加
塩・川
満
が
、
略
年
表
の
作
成
は
加
塩
が
行
っ
た
。

測
量
図
は
㈱
埋
蔵
文
化
財
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
鹿
児
島
支
店
に
よ
る
作
成
で
あ
る
。

　

本
報
告
書
の
編
集
は
、
文
化
庁
第
一
文
化
財
課
、
鹿
児
島
県
文
化
財
課
、
調
査
委
員
会

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、事
務
局
の
加
塩
が
担
当
し
、橋
口
拓
也・徳
留
隆
仁・川
満
布
志
乃・

大
森
裕
太
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
。

　

・
凡
例

　
　

��　

表
記
は
原
則
、
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
難
読
な
漢
字
や
地
名
等
は
適
宜
ふ
り
が

な
を
記
す
。

　
　

��　

年
表
記
に
つ
い
て
は
、
和
暦
（
西
暦
）
表
記
と
す
る
。
但
し
、
併
記
は
原
則
昭

和
ま
で
と
す
る
。

　
　

��　

本
文
中
の
数
字
は
原
則
、
漢
数
字
と
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ラ
ビ
ア
数
字

も
使
用
す
る
。

　
　
　

軽
量
単
位
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
組
文
字
を
使
用
す
る
。（
例
：
㍍
・
㌘
）

　
　

��　

参
考
文
献
等
の
典
拠
は
、
各
執
筆
者
の
判
断
に
応
じ
て
、
本
文
中
ま
た
は
文
章

末
に
示
し
て
い
る
。

五
、
本
調
査
で
収
集
し
た
資
料
は
、
曽
於
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
保
管
し
て
い�

る
。

六�

、
曽
於
市
大
隅
町
岩
川
五
七
四
五
に
鎮
座
す
る
八
幡
神
社
は
、
本
来
「
八
幡
神
社
」
が

正
式
名
称
で
あ
る
が
、本
報
告
書
で
は
通
称
の「
岩
川
八
幡
神
社
」で
表
記
し
た
。
な
お
、

他
地
域
の
八
幡
神
社
も
こ
れ
に
準
じ
た
。

七
、
本
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
弥
五
郎
ど
ん
保
存
会
お
よ
び
同
保
存
会
製
作

部
・
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
実
行
委
員
会
・
岩
川
八
幡
神
社
お
よ
び
氏
子
総
代
・
縫
い
子

一
同
・
宮
仕
の
皆
様
を
は
じ
め
、
祭
り
を
支
え
る
地
域
の
人
々
か
ら
多
大
な
御
協
力

を
得
ま
し
た
。特
に
、左
記
の
方
々
に
は
聞
き
取
り
調
査
等
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

　
　

赤
松
正
志	

池
之
上
淳
一	

大
澤
津
幸
子	

川
上
久
美	

後
藤
大
志
郎

　
　

佐
師
正
教	

鮫
島
鶴
吉	

澤　

俊
文	

園
田
幸
子	

長
﨑
美
代
子

　
　

中
迫　

勇	

中
迫
浩
志	

中
島
勇
三	

中
元
照
視	

野
口
久
夫

　
　

谷
川
正
文	

津
曲
芳
夫	

西　

秀
一	

西
留
正
昭	

久
留　

守

　
　

福
田
順
一	

福
丸　

實	

宮
本
清
明	

吉
永
一
男	

吉
永
隆
文

　
　

山
口
十
蔵	

山
口
良
久　
　

　

同
じ
く
弥
五
郎
人
形
行
事
を
伝
承
し
て
い
る
山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
保
存
会
・
田

ノ
上
八
幡
神
社
弥
五
郎
保
存
会
の
皆
様
や
、
都
城
市
山
之
口
総
合
支
所
地
域
生
活
課
・

都
城
市
教
育
委
員
会
・
日
南
市
教
育
委
員
会
の
皆
様
か
ら
も
多
大
な
御
協
力
を
得
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
記
し
た
方
以
外
に
も
、
様
々
な
場
面
で
情
報
を
い
た
だ
き
、
本
報
告

書
を
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
に
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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